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１　小 単 元　　事故や事件からくらしを守る（大単元　１　くらしを守る）
２　目　　標
　事故や事件から地域の人々の安全を守る活動に従事する人々の工夫や努力を知るとともに，関係
諸機関と緊急事態に備えた連絡・活動の仕組みについて理解し，社会の一員として，協力できるこ
とに取り組もうとする意欲をもてるようにする。
３　小単元の評価規準
　○　事故や事件から人々の安全を守る諸活動に関心をもち，安全を守るための体制や施設・設備な

どについて意欲的に調べようとする。　　　　　　　　　【社会的事象への関心・意欲・態度】
　○　警察などの関係機関の働きや地域の人々の工夫や努力によって地域の人々の安全な生活が守ら

れていることについて考え，考えたことを適切に表現している。　【社会的な思考・判断・表現】
　○　事故や事件から地域の人々を守るための施設・設備，地域の人々の協力の様子を観点に基づい

て調査・見学したり，資料を活用したりして，安全な生活のための活動について必要な情報を集
めている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【観察・資料活用の技能】

　○　事故や事件から地域の人々の安全を守るための関係機関の働きと，そこに従事している人々や
地域の人々の工夫や努力を理解している。　　　　　　　【社会的事象についての知識・理解】

４　小単元の構造について（概念構造図）※○数字は時

５　小単元について
　⑴　小単元の価値

　本小単元は，学習指導要領の第３・４学年の目標（１）および（３）の一部を達成することをね
らいとして設定した。ここでは，人々の安全を守るために，警察などの関係機関が平素から事故や
事件の防止に努めるとともに，緊急時に対応するために日頃から準備をし，緊急時には関係機関
が連携して対処していること，また，地域の人々も協力して，安全なまちづくりを行っているこ
とを理解し，社会の一員として積極的に協力しようという意欲を育てることを目標としている。
　鹿児島県の交通事故発生件数や刑法犯罪認知件数は年々減少している。この原因の一つが，警
察の日常的な取組である。鹿児島県警は新「あんしん・かごしま」創造プログラムを策定し，具
体的な行動計画を掲げている。このような警察の取組を調べることで，事故防止のための日常の
取組や緊急事態に対する備え，事故や事件が発生した際の組織的な対処について学習することが
できる。また，もう一つの原因が，地域全体で安全を守ろうという取組である。鹿児島県では
「犯罪のない安全で安心なまちづくり条例」を，また，鹿児島市は「鹿児島市安心安全まちづく
り条例」を制定し，地域全体で安全を守ろうという意識を高め，地域の安全活動を支援してい
る。このような地域の取組を調べることで，自分も地域社会の一員として自分の安全は自分で守
ることが大切であるという意識を育てたい。

　⑵　子どもの実態
　本小単元で扱う警察については，校区内に交番があり，実際に事故の現場で働く警察官の姿を
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　本授業では，以下の検証を行うものである。
○　本授業で使用した「思考スキル」や「見える図」は，子どもの思考力・判断力を高めるため

に有効であったか。
○　本授業における言語活動は，子どもの思考力・判断力・表現力を高めるのに有効であったか。
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見たことがある子どももおり，ある程度，その働きについては知っている子どもも多い。しかし，
事故や事件が起きた際の連携や事故防止の取組，また，地域における安全に対する取組について
は，普段は見えにくい活動であることから，理解していない子どもが多い。
　そこで，実際に見学をしたりインタビューをしたりする活動を通し，これらのことに気付かせ
ていきたい。その際，３年生でも使用してきた「思考スキル」や「見える図」を活用し，安全を
守る人々の工夫や努力について理解させていきたい。また，子どもの実態を考えると，初めから
地域の防犯活動まで気付くことは難しいと思われる。そこで，学習問題を２つ設定し，それぞれ
の学習問題を解決することで中心概念が獲得できるようにしていく。このような学習を通し，警
察など安全を守るために働く人々だけでなく，社会全体がより安全で安心な社会をめざしている
ことに気付かせ，子どもたちに社会の一員としての自覚を促したい。

６　指導計画（総時数10時間）　　　　　　　　　　　　　　
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７　本　　時（８／ 10）

　⑴　目　標

　　　地域の人々が安全を守るために警察と連携しながら様々な取組を行っていることを理解し，そ

れによって地域の安全が守られていることを理解できるようにする。

　⑵　評価規準

　地域の人々が警察と連携しながら事故や事件の防止に努めたり，緊急の際に対処するために

工夫したりしていることを理解することができる。　　　【社会的事象についての知識・理解】

　⑶  指導に当たって

　本時は，小単元の「調べる」過程の第６時で，地域の人々が安全を守るために警察と連携しな

がら様々な取組を行っていることを理解し，それによって地域の安全が守られていることを理解

できるようにすることを目標としている。そこで，本時の「調べる」過程では，まず，資料を基

に各自で地域の安全を守る取組について調べさせる。次に，地域の安全を守る取組をされている

人々のインタビューＶＴＲを視聴させ，それらの人々がどのような思いで取り組まれているの

か，また，活動をする中で工夫や苦労はないのかということに気付かせていきたい。最後に，警

察の方の工夫や思いと比較させることで，みんなで地域の安全を守ることが大切であることに気

付かせたい。

　⑷　本時の展開　　　　　 　 　〔　〕子どもの意識　　資資料　　 指導の手立て　※評価
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